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国⽴研究開発法⼈ 産業技術総合研究所 
地質調査総合センター 

 
洞爺カルデラ洞爺火砕流堆積物分布図の修正について 

＜経緯と概要＞ 

2025 年 3 ⽉ 31 ⽇に出版した洞爺カルデラ洞爺⽕砕流堆積物分布図において，複数の修正
を要する点を認識したことから，5 ⽉ 15 ⽇に公開を停⽌し，再度の現地調査を踏まえ修正
を⾏った．主たる修正箇所は以下の通りである．1）⼀部地域の編纂を 1950 年代作成の 5
万分の 1 地質図幅を基に⾏っていたが，より新しいデータが存在するとの外部からの指摘
を受けたため，再度の現地調査を実施し，その結果を踏まえて分布範囲と層厚を修正した．
2）確実度の低い地形読み取りにより推定した層厚データを削除し，確実度の⾼い実測値・
⽂献値のみを層厚データとして記載するよう修正した．さらに，データの種類ごとに凡例を
再区分した．3)これらを踏まえ，上⾯⾼度図の等⾼線を再作成した． 
 

＜修正の箇所＞ 

１． 洞爺火砕流堆積物分布図（図面） 
(1) 岩内平野北東部およびその周辺地域について，1950 年代の古い地質図の記載に基づき
洞爺⽕砕流堆積物と解釈した部分について，外部からの指摘により再調査を⾏ったところ，
⽕砕流堆積物が現存しない地域があることが明らかとなった．そのため，その地域における
洞爺⽕砕流堆積物の分布と復元分布域の修正を⾏い，あわせて関連する基盤や沖積層の分
布についても修正を⾏った．共和町周辺(岩内平野付近)の⽕砕流分布図の修正前後を，修正
資料-図１に⽰す．また，豊浦町⻄部付近の洞爺⽕砕流堆積物の分布と復元分布域も，より
新しい⽂献情報に基づき修正した．修正前後を修正資料-図 2 に⽰す． 
(2) 確実度にばらつきがある層厚データを 1 つの凡例にまとめて⽰していたため，分布図
上でデータの取得⽅法別に判別できるように凡例を再区分したうえ，確実度の低いデータ
を削除した．凡例の再区分は，現地調査による層厚データ，⽂献（露頭）による層厚データ，
⽂献（ボーリングコア）による層厚データとし，それぞれ⾚⾊，⽔⾊，⻩⾊で表⽰する．確
実度の低い地形からの読み取りによる層厚データはすべて削除した．これら凡例を修正資
料-図 3 に⽰す．  
(3) 層厚データの修正に伴い，上⾯⾼度図の等⾼線を再作成した． 
(4) 視認性向上のため，後カルデラ⽕⼭(Pv)と洞爺噴⽕以降の⽕⼭噴出物(Yv)の⾊を変更し
た．これら凡例を修正資料-図 4 に⽰す． 
(5) 視認性向上のため，有珠⽕⼭⽕⼝の⾊を変更した． 
(6) 洞爺⽕⼭灰の等層厚線図の層厚データの凡例区分が細かく⾊の違いが分かりづらかっ
たため，凡例区分を変更するとともに，⾊を変更した． 
 
２． 同説明書 

(1) 洞爺⽕砕流堆積物の分布や層厚を⽰した地点の変更に伴い，同説明書の第１図，第３図，
第 4 図，第５図，第６図，第７図，第８図，第 9 図，第 10 図を修正した．  
(2) 上⾯⾼度分布図（第 4 図）は，地形図から上⾯⾼度のデータを読み取り直し，等⾼線を
新たに作成．上⾯⾼度の各ポイントの⾊を修正した． 
(3) 洞爺⽕⼭灰の層厚データの区分変更に伴い，第 9 図を修正した． 
(4) 層厚データを⽰した地点について，緯度経度の位置を再確認し，もととなった⽂献等の
情報を含めて第 1 表に取りまとめた． 
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(5) 復元分布図(第 10 図)の推定分布域の⾊を変更した． 
(6) 本⽂の記述内容を再吟味の上，修正した． 
(7) 引⽤⽂献に層厚データの⽂献等を追加した． 
 
３. 備考 

洞爺カルデラ洞爺⽕砕流堆積物分布図をダウンロードする際は，上記の修正箇所を記した
本資料も，同時にダウンロードされる． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正前 修正後 

修正前 修正後 

修正資料-図 1. 洞爺カルデラ洞爺火砕流分布図の修正箇所 1．共和町周辺を含む岩内平野付近 

修正資料-図 2. 洞爺カルデラ洞爺火砕流分布図の修正箇所 2．豊浦町西部付近 
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修正前 修正後 

修正前 修正後 

修正資料-図 3. 凡例の修正箇所 1．層厚は凡例を 3 つに再区分したうえ，確実度の低いデータを削除． 

修正資料-図 4. 凡例の修正箇所 2．視認性の向上のため色調を変更． 


